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令和６年度 第２回 中能登町立鳥屋小学校 学校運営協議会 会議録 
 

【日  時】 令和６年９月２０日（金）１３：４５～１６：００ 

【会  場】 中能登町立鳥屋小学校 相談室 

【出 席 者】 
石過 良則、北野 俊樹、北村 和江、澤 祐紀惠、竹原 仁美 学校⾧ 

福永 徹、横山 隆信（50 音順） 学校代表者：大橋 亜紀子 教頭 

【欠 席 者】 岡島 昇、学校教育課：高木担当課⾧ 

【事 務 局】 生涯学習課：大野主査 平岡 山口 

【次回予定】 令和７年１月３０日（木） 
 

【進行】鳥屋小学校：大橋教頭 
 
１． 開会あいさつ 

《竹原学校⾧》 
本日は、お忙しい中、お越し頂きありがとうございます。皆さんと一緒に、有意義な協議を

していきたい。よろしくお願いします。 
 
２．学校経営中間報告 ～竹原学校⾧より資料を基に説明～ 
 ＜意見等＞ 

●令和６年４月に設置された「ほっとルーム」はどこにあるのか？ 
⇒校内の２年教室の奥に、１室設けている。「ほっとルーム」を活用することで、登校し 

ぶりが緩和傾向にある児童もいる。 
 
３．協議 
  ①通学路の安全確保・環境整備について 

●第１回協議会にて「地域の見守り力を高めていこう！」と協議し、ＰＴＡ・学校から、 
・鳥屋地区の子どもを鳥屋地区のみんなで守っていく！ 
・地域の方にあいさつを交わす子どもたちを育てる。 
・地域の方とお互いに助け合える関係を作る。 

といった内容で、見守り隊募集・啓発の周知資料を配布。 
地区懇談会の中では、 

・区⾧さんと繋がる。老人会などに参加し、関係を構築する。 
・子どもも大人も、あいさつなどをしてコミュニケーションをしっかり取っていく！ 
・親がまず行動し、子どもたちに伝えていく。 
・みんなで呼びかけていくことが大事！ 

との意見も挙げて頂いている。 
 

＜意見等＞ 
●中能登町のクリーン&グリーンデーの日、羽坂地区では花壇の整備を親御さんにお願いし 

ているが、子どもたちにも参加してもらい、「ゴミ拾いは大変」「環境整備は大事!」という 
ことを学んでもらってはどうか？ 
⇒地域の大人と関わることでコミュニケーションも取れる。 
⇒クリーン＆グリーンデーの啓発チラシに、「子どもたちも一緒に参加してください」と 

いった文面を入れたり、町の方からも、子どもたちに周知してほしい。 
●区⾧会や子ども会などでも周知を図って頂きたい。 

⇒鳥屋地区には 14 地区ある。各々の地区にあったものを実行していければ良い。 
    ⇒良川地区では、女性協議会と子どもたちは「ゴミ拾い」の役割分担がある。 
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●お祭りなど、地区の行事を通して顔見知りになる。 
    ⇒今の時代、子どもたちは知っている人には挨拶をするが、知らない人には挨拶をしな 

い。コミュニケーションを取れる機会が大切なのではないか。 
⇒学校としては、あいさつをしてくれるだけでもありがたい。学校運営協議会も含めてみ 

んなで推進していきましょう!! 
●通学路に、道路上にはみ出している木があるが、雪が降れば、子どもたちに落下してくる 

可能性があるので、より危険！管理者の地所は末坂だが、持ち主は春木、お隣は羽坂の方 
という難しいところ。その道を使い慣れた人がスピードを出して運転しているので、いつ 
か事故が起きるのではないか。（※学校教育課に報告。） 

 
③１５０周年事業について ～竹原学校⾧より資料を基に説明～ 

●樹木の看板づくりは、６年生を中心に製作。 
●教育講演会については、情報収集中・検討中。 

 
  ＜意見等＞ 
   ●能登半島地震を受けて、運動場の安全性は大丈夫なのか？ 
    ⇒グラウンド改修は進んでいるが、改めて学校教育課に確認する。 
    ⇒造園会社にも確認してもらっているので、大丈夫なのではないか。 
    ⇒桜を植えることにより、地盤は強くなる。 
   ●学校の桜でもあり、地域の桜でもあるので、地域の方も一緒に植樹したい。 
    ⇒「末坂もみじ会」は、是非参加させて頂きたい。 

●「まつぼっくり広場」改め「桜広場」にしてはどうか。 
   ●桜を植樹するだけで終わりではない。今後、学校と地域で一体的に桜を守っていくことも 

協議していく必要もある。 
⇒学校・地域だけでなく、ＰＴＡも巻き込んで、一緒に考えていければ良い。 
⇒桜は、日常的にお世話が必要。 
⇒学校でもやれることがあったら考えていきたい。 

 
④その他 

●２・３年生の九九や、１年生の足し算・引き算など、スキルタイム・⾧休み・お昼休み 
に、おじいちゃんやおばあちゃん、地域の方が来てくれて、「聞きに来たよ！」と声をか 
けてくれるだけでも助かる。大がかりではないが、何気ない日常の中に地域の皆さんのサ 
ポートを頂けたら嬉しい。 

 
５．閉会あいさつ 

《竹原学校⾧》 
  本日は本当にありがとうございました。皆さんをはじめ、地域の方々のサポートを頂き、子 

どもたちの嬉しい表情をたくさん見ることができている。２学期は学校行事がたくさん控えて 
いるので、是非お越し頂ければと思う。 

 


